
３

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ

つ
て
算
定
し
た
額
に
、
総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交

付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
（
財
政
力

指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
三

分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下

二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た

額
）（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
加

え
た
額
と
す
る
。

３

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ

つ
て
算
定
し
た
額
に
、
次
の
各
号
に
よ
つ
て
算
定
し
た
額
（
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て

は
〇
・
二
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数

に
三
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、四
捨
五
入
す
る
。）を
、〇
・

五
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
）（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
加
え
た
額
と
す
る
。

一

総
務
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基

礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額

二

国
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
地
域Io

T

実
装
推
進
事
業
と
連
携
し
て
地
方
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す

る
地
域Io

T

実
装
推
進
事
業
評
価
会
の
確
認
を
受
け
た
事
業
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の

基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
又
は
一
〇
、
〇
〇
〇
、

〇
〇
〇
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

４

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ

つ
て
算
定
し
た
額
に
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
処
分
等
措
置
に
要
す
る
経
費
の
う
ち

特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
を

加
え
た
額
と
す
る
。

４

平
成
三
十
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ

つ
て
算
定
し
た
額
に
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

十
三
年
法
律
第
六
十
五
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
す
る
処
分
等
措
置
に
要
す
る
経
費
の
う
ち

特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗
じ
て
得
た
額
を

加
え
た
額
と
す
る
。

５

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し

た
額
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
国
の
負
担
金
又
は
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗

じ
て
得
た
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

５

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ
て
算
定
し

た
額
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
国
の
負
担
金
又
は
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
事
業
に
要
す

る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
八
を
乗

じ
て
得
た
額
を
加
え
た
額
と
す
る
。

﹇
削
る
﹈

６

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ

て
算
定
し
た
額
に
、
施
設
の
点
検
の
効
率
化
・
充
実
に
資
す
るＩ

Ｃ
Ｔ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
及
び
無
人
航

空
機
（
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
条
第
二
十
二
項
に
規
定
す
る
無
人
航
空
機
を

い
う
。）の
導
入
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査

し
た
額
に
〇
・
五
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、〇
・

五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ

て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数
（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県

に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
て
得
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る

と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五
入
す
る
。）を
加
え
た
額
と
す
る
。

６

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ

て
算
定
し
た
額
に
、
民
間
事
業
者
等
が
国
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
つ
て
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
第
十
一
条
２
の
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
文
化
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
も
の
又
は
文

化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
宝
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
及
び
重
要
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火
施
設
・
設
備
の
整
備
に
対
す
る
補
助
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
三
を
乗
じ
て
得
た

額
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県

に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数

（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ

れ
乗
じ
て
得
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五

入
す
る
。）を
加
え
た
額
と
す
る
。

７

令
和
元
年
度
か
ら
令
和
六
年
度
ま
で
の
間
に
限
り
、
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
つ

て
算
定
し
た
額
に
、
民
間
事
業
者
等
が
国
の
補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
文
化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
重
要
文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
た
建
造
物
で
あ
つ
て
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護

に
関
す
る
条
約
第
十
一
条
２
の
世
界
遺
産
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
文
化
遺
産
の
構
成
資
産
で
あ
る
も
の
又
は
文

化
財
保
護
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
国
宝
と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
及
び
重
要
文
化
財
と
し
て
指

定
さ
れ
た
美
術
工
芸
品
を
保
管
す
る
博
物
館
等
の
防
火
施
設
・
設
備
の
整
備
に
対
す
る
補
助
に
要
す
る
経
費
の

う
ち
特
別
交
付
税
の
算
定
の
基
礎
と
す
べ
き
も
の
と
し
て
総
務
大
臣
が
調
査
し
た
額
に
〇
・
三
を
乗
じ
て
得
た

額
に
、
財
政
力
指
数
が
〇
・
八
以
上
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
〇
・
二
を
、
〇
・
五
以
上
〇
・
八
未
満
の
道
府
県

に
あ
つ
て
は
三
分
の
七
か
ら
当
該
道
府
県
の
財
政
力
指
数
に
三
分
の
八
を
乗
じ
て
得
た
数
を
控
除
し
て
得
た
数

（
小
数
点
以
下
二
位
未
満
は
、
四
捨
五
入
す
る
。）を
、
〇
・
五
未
満
の
道
府
県
に
あ
つ
て
は
一
・
〇
を
そ
れ
ぞ

れ
乗
じ
て
得
た
額
（
表
示
単
位
は
千
円
と
し
、
表
示
単
位
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
四
捨
五

入
す
る
。）を
加
え
た
額
と
す
る
。
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